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総合科学技術会議知的財産戦略専門調査会（第１３回） 

議事録（案） 

 

１．日時：平成１５年５月２９日(木)  １４：００～１６：００ 

２．場所：中央合 同庁 舎第４号 館 共 用第３特別会 議室 

３．出席者： 

     細田博之科学技術政策担当大臣 

【委員】阿部 博之 会長 、大山昌 伸議 員、薬 師寺泰 蔵議 員、相 澤 英孝委 員、       

荒井寿 光委 員、新 井 賢一委 員、浮 川和 宣 委員、江 崎正 啓委 員 、竹田稔 委員、

田中信 義委 員、中 島 淳委員、廣瀬 全孝 委 員、松重 和美 委員、山本貴 史委 員 

【総務 省】金 谷学 通 信規格 課長 

【公正 取引 委員 会】山 本和史 取引 企画 課 長 

【文部 科学 省】 田 中 敏 研究 環境 ・産 業連 携課長 

【経済 産業 省】辻 義信  標準課 長、橋 本正 洋 大学 連携 推進 課 長  

【特許 庁】南 孝一 技 術調査 課長 

【事務 局】永 松審 議官 、扇谷参 事官 

 

４．議題： 

 研究開 発・標準と特 許 等について  

 大学知 的財 産関 連について 

 

５．議事要旨 

 

○ 会 長  

  それでは、定 刻 になりましたので、専 門 調 査 会 を開 催 します。本 日 もお忙 しいところ、おいでいた

だきありがとうございます。 

  細 田 大 臣 は、後 ほどおいでになりますので、そのときにごあいさつをいただきたいと思 います。 

  それでは、資 料 確 認 から入 ります。事 務 局 、お願 いします。 

 

○ 事 務 局  

（資 料 の確 認 ） 

 

○ 会 長              

ありがとうございました。それでは、まず、事 務 局 から説 明 をし、それからさまざまな御 議 論 、プレ

資料２  
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ゼンテーションをいただくことにします。 

  まず、事 務 局 から研 究 開 発 ・標 準 と特 許 について説 明 をいただけますので、よろしくお願 いしま

す。 

 

○ 事 務 局  

（資 料 2 に沿 って説 明 ） 

 

○ 会 長              

ありがとうございました。委 員 の先 生 方 のさまざまな御 意 見 等 を踏 まえて、事 務 局 で案 をつくっ

たものです。今 日 決 定 するというものではありませんが、初 めてごらんいただくので、是 非 いろいろ

御 意 見 をちょうだいしたいと思 います。よろしくお願 いします。 

 

○ 委 員    

非 常 によくまとめていただいてありがとうございます。 

  標 準 化 は技 術 開 発 の点 からいきますとかなりハイレベルで、当 初 は知 的 財 産 の獲 得 と、製 品

化 、ビジネス化 というところが優 先 になりますので、ある意 味 標 準 化 は忘 れてしまいがちなところが

出 てきます。そういう意 味 では、リマインドするような意 味 で、何 らかのチェック機 能 が入 ると非 常 に

よいと思 います。例 えば、公 的 資 金 の補 助 金 の申 請 書 に、標 準 化 について検 討 しているかなどの

チェック項 目 があれば、非 常 によいと思 います。 

 

○ 会 長             

ありがとうございました。 

 

○ 委 員    

パテントプール等 の議 論 のルールに関 する部 分 については、肯 定 できます。日 本 の産 業 界 がア

ウトサイダーにならないとは限 らないわけで、アウトサイダーになった場 合 のときも考 えておかなけ

ればいけません。もし、アウトサイダーになると、パテントプールが強 力 であれば弾 き出 されてしまう

わけです。やはり、アウトサイダーのパーティシペーションの機 会 を確 保 するということを考 えなけれ

ばいけないので、余 り拘 束 的 なものを考 えると、常 に有 利 とは限 りません。前 向 きでそれ行 けどん

どんの場 合 もありますが、そうではない場 合 もありますし、産 業 界 の競 争 力 も分 野 によって違 う場

合 があります。そういうときに、企 業 が参 加 できる機 会 を確 保 するということが必 要 になります。ま

た、場 合 によっては、パテントプールは技 術 の発 展 を抑 制 するという問 題 もありますし、パテントプ
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ールをすると、価 格 が一 定 のところで止 まってしまうという問 題 もあります。消 費 者 の利 益 が損 なわ

れる場 合 もありますので、広 く目 配 りをした書 き方 をしていただいた方 がいいと思 います。 

 

○ 会 長            

  ありがとうございました。いかがでしょうか。 

  私 から質 問 です。ちょっと６ページの２の（１）の終 わりごろに、国 内 標 準 化 機 関 というのが出 て

きますが、これの役 割 は、新 たにつくるということですね。 

 

○ 経 済 産 業 省  

現 在 、既 に国 内 で規 格 をつくっているところがありまして、それが国 際 規 格 の動 向 を見 ながら、

国 内 の規 格 の整 備 をしているという既 にある機 関 のことを述 べております。 

 

○ 会 長              

そうですか、この役 割 をこの趣 旨 に沿 って強 化 したり、配 慮 したり、いろんなケース・バイ・ケース

の相 談 を含 めて、強 化 するということでしょうね。 

  それから、今 、お話 があったようなお二 人 の委 員 の御 意 見 に関 係 がある部 分 もあると思 います

ので、これだけですべて済 むとは思 いませんがその辺 も十 分 対 応 できるように具 体 的 な整 備 、強

化 の段 階 で、また今 のようなことを踏 まえていただき文 章 に加 えていただきたいと思 います。 

 

○ 委 員   

６ページになりますが「国 際 標 準 化 活 動 を推 進 するため、大 学 教 官 等 標 準 化 の専 門 家 を国 内

標 準 化 機 関 において適 切 に位 置 づけて」というところです。これは標 準 化 活 動 をしている人 たちを

きちんと支 援 する為 に、身 分 等 を含 めて国 内 標 準 化 機 関 において適 切 に位 置 づけを行 ない、出

張 等 においても、費 用 も負 担 するということを言 っているのだと思 います。具 体 案 を作 成 するにあ

たり、日 本 工 業 標 準 調 査 会 等 においても、ＩＳＯ委 員 会 にも参 加 している方 々もおられますし、そう

いった方 々の意 見 も聞 いていただいて、適 切 な対 処 をしていった方 がいいと思 います。よろしくお

願 いしたいと思 います。 

  それから、パテントプールのところですが、パテントプールに属 さない第 三 者 からの権 利 行 使 へ

の対 応 という項 目 を入 れていただいて、ありがとうございます。今 は、日 本 企 業 において訴 訟 等 を

起 こされた場 合 個 別 に対 処 しておりますが、実 際 に問 題 が発 生 した時 の為 に、いろいろなルール

類 の整 備 、特 に、既 に国 際 標 準 規 格 になっている場 合 で、後 で特 許 問 題 が生 じたときの取 り扱 い

方 法 について、国 際 的 な場 で議 論 して、世 界 各 国 で採 用 されるいいルールをつくっていっていただ
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きたいと思 います。  最 後 のページの「この国 際 標 準 化 が産 業 競 争 力 等 に与 える経 済 的 効 果 の

分 析 及 び標 準 化 に関 する研 究 を行 う」と言 う部 分 ですが、企 業 においても、標 準 化 活 動 に取 り組

んでいる人 たちというのはかなりおりますし、国 のいろいろな機 関 においても、やはり標 準 化 活 動 に

取 り組 んでおられる方 も多 数 おられると思 います。今 、国 際 標 準 化 というのは非 常 に騒 がれてい

ますが、産 業 競 争 力 に与 える経 済 的 な効 果 、例 えば日 本 の企 業 の提 案 が国 際 標 準 に採 用 され

た場 合 に、どれだけの経 済 的 な効 果 があるのか、逆 に失 敗 し他 の国 の企 業 の提 案 が採 用 されて

しまったら、今 度 はどれだけのダメージを受 けるのかなどの分 析 というのは、非 常 に大 事 だと思 い

ます。国 際 標 準 と経 済 効 果 との関 連 が明 確 になれば、企 業 も標 準 化 活 動 に積 極 的 に取 り組 むと

思 いますし、標 準 化 活 動 に取 り組 んでいる人 たちの評 価 にもつながっていくだろうと思 います。是

非 、積 極 的 に取 り組 まれるようにお願 いしたいと思 います。 

 

○ 会 長             

ありがとうございました。 

 

○ 委 員  

運 用 的 な話 ですが、国 際 標 準 化 活 動 において、産 学 連 携 のような研 究 活 動 に国 がお金 を出 し、

研 究 開 発 をやるような形 が出 てくるかと思 います。そのようなときに、知 的 財 産 の取 り扱 いは、弾

力 的 な運 用 をしていただくような形 にしないといけないと思 います。日 本 の企 業 だけが、ロイヤリテ

ィーを国 に払 うような形 になると大 変 やりにくく、競 争 力 をそぐことにもなります。国 際 的 な場 でまた

議 論 するときに、知 的 財 産 をどう扱 うかというときに、ハンデになることも考 えられますので、その辺

の運 用 についても、もう少 し弾 力 的 に考 えられるようなことを御 検 討 いただきたいと思 います。 

 

○ 会 長             

ありがとうございました。これは、むしろ実 際 に実 行 段 階 の話 に入 る部 分 がたくさんあるかと思 い

ます。 

  それでは、まだ御 意 見 があろうかと思 いますが、もし、ございましたら是 非 事 務 局 の方 にお申 し

出 ください。今 日 いただいた御 意 見 で修 正 すべきところは、修 正 をし、次 回 の本 調 査 会 で御 審 議

をお願 いするということにさせていただきますが、よろしゅうございますでしょうか。 

 

                            （「異 議 なし」と声 あり） 

 

○ 会 長             
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ありがとうございました。 

  それでは、次 の予 定 に入 らせていただきます。大 学 知 財 関 連 についてです。 

  本 日 は、２名 の専 門 委 員 会 からのプレゼンテーションと関 係 府 省 における取 り組 み状 況 につい

て説 明 をしていただくことにしております。順 番 から行 きますと、お二 人 の専 門 委 員 の先 生 に、最

初 にプレゼンテーションをしていただくことを予 定 しておりましたが、細 田 大 臣 が是 非 お二 人 の話 を

聞 きたいということですので、ちょっと順 番 を変 えさせていただき、最 初 に文 部 科 学 省 と経 済 産 業

省 のプレゼンテーションを願 いします。 

 

○ 文 部 科 学 省  

（資 料 5 に沿 って説 明 ） 

 

○ 会 長              

ありがとうございました。それでは、引 き続 きまして、経 済 産 業 省 の取 り組 みについて、お願 いい

たします。 

 

○ 経 済 産 業 省  

（資 料 6 に沿 って説 明 ） 

 

○ 会 長             

ありがとうございました。今 、文 部 科 学 省 と経 済 産 業 省 から説 明 がありましたが、これについて、

何 か御 質 問 がございましたらお願 いします。 

 

○ 委 員  

文 部 科 学 省 の説 明 で質 問 ですが、資 料 の５枚 目 の参 考 というところに、大 学 知 的 財 産 本 部 整

備 事 業 の御 説 明 がありますが、ここで整 備 事 業 としては、平 成 15～19 年 度 で、30 大 学 程 度 を選

定 という表 現 になっていますが、これは年 次 的 に整 備 していかれるという理 解 でよろしいですか。 

 

○ 文 部 科 学 省  

年 次 的 と言 うよりも、平 成 15 年 度 には、30～40 ぐらいの大 学 、あるいはチームになって提 案 さ

れてます。必 ずしも１つの大 学 ではありませんが、30～40 ぐらいの知 的 財 産 本 部 を立 ち上 げてい

きたいということです。 
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○ 委 員  

わかりました。来 年 以 降 はこれから考 えるのでしょうか。 

 

○ 文 部 科 学 省  

基 本 的 には、これからですが、もともと 30～40 というのは、知 的 財 産 大 綱 に数 十 程 度 の知 的 財

産 本 部 というような記 述 がありまして、それを我 々はいろいろ考 えて、30～40 ぐらいと思 っておりま

す。ただし、八 十 幾 つもの提 案 をいただいておりまして、その中 から 30～40 を選 んでいくというよう

な作 業 を今 しております。 

  したがって、残 念 ながらうまい提 案 でなかったり、今 年 の整 備 事 業 からもれるというところもあり

ます。そういう大 学 に対 しては、どういうような支 援 ができるのか、これから考 えていきたいと思 いま

すが、基 本 的 には知 的 財 産 本 部 というのは 30～40 ぐらいというところに、モデルとして進 めていき

たいというふうに思 っております。 

 

○ 会 長              

ありがとうございました。どうぞ。 

 

○ 委 員  

文 部 科 学 省 に質 問 です。単 純 に見 方 がよくわからないですが、２枚 目 の特 許 出 願 件 数 があり

ますが、これと３枚 目 の、これは多 分 ＴＬＯの出 願 だと思 うのですが、２枚 目 のこれは国 有 特 許 の

出 願 ということなのか、これが３枚 目 のグラフとどう違 うものなのかというのがよくわかりません。３

枚 目 のＴＬＯの出 願 に関 しては、許 諾 数 は横 に書 かれていて、平 成 14 年 だと約 二 十 ％弱 の許 諾

がありますが、２枚 目 が別 のものだとすると、これの許 諾 はどういう状 況 なのかというのを教 えてい

ただきたいという質 問 です。 

 

○ 文 部 科 学 省  

２枚 目 は、これは国 立 、公 立 、私 立 の大 学 の合 計 の特 許 の数 です。 

 

○ 委 員  

国 有 だけですか。 

 

○文 部 科 学 省  

国 有 だけではなくて、国 立 、公 立 、私 立 のすべての大 学 から出 てきた特 許 ということです。このう
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ちの、例 えば 557 出 願 したりしているものの中 の幾 つが許 諾 したかということですか。 

 

○ 委 員  

はい。 

 

○ 文 部 科 学 省  

それは、ちょっとまだ把 握 できていません。 

 

○ 会 長             

よろしいですか、それでは、大 臣 がお見 えになりましたので、また後 でごあいさつをいただくことに

しまして、早 速 ですが、委 員 からのプレゼンテーションに入 らせていただきます。 

  最 初 に京 都 大 学 教 授 の松 重 委 員 からお願 いしたいと思 います。よろしくお願 いします。 

 

○ 松 重 専 門 委 員  

（資 料 3 に沿 って説 明 ） 

 

○ 会 長             

ありがとうございました。 

  それでは、引 き続 きまして、浮 川 委 員 からプレゼンテーションをいただきたいと思 います。 

 

○ 浮 川 専 門 委 員  

（資 料 4 に沿 って説 明 ） 

 

○ 会 長             

ありがとうございました。今 、お二 人 から興 味 あるプレゼンテーションをしていただきました。細 田

大 臣 にお見 えいただいておりますので、御 発 言 ございましたら、是 非 お願 いしたいと思 います。 

 

○ 細 田 大 臣  

細 田 でございます。去 る５月 21 日 、先 週 水 曜 日 に第 ３回 の知 的 財 産 戦 略 本 部 会 合 が開 かれ

たわけでございますが、知 財 の創 造 、保 護 、及 び活 用 に関 する推 進 計 画 案 が出 されまして、いよ

いよ知 財 創 造 立 国 実 現 の具 体 的 シナリオが動 き始 めたわけでございます。私 からも発 言 を求 めま

して、この知 財 の本 部 というのは言 わば頭 脳 といいますか、手 足 も含 めて、必 ずしも持 っていない
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ので、まさにお願 いしておりますこの専 門 調 査 会 がそのすべての仕 事 を受 け持 たせていただくとい

うことを申 し上 げました。そして研 究 開 発 、特 許 取 得 、標 準 化 を一 体 的 に推 進 して、優 れた研 究

開 発 を国 際 競 争 力 強 化 につなげていくための特 許 と標 準 の包 括 的 対 応 の在 り方 とか、知 的 財 産

の原 則 組 織 帰 属 、大 学 への知 的 財 産 本 部 設 置 開 始 等 を踏 まえた大 学 等 における知 的 財 産 活

動 の在 り方 、こういった点 につきまして検 討 を進 めております。これらをどんどんこの本 部 の方 に上

げていきまして、推 進 計 画 に反 映 するようにいたしたいということを申 したわけでございますので、ま

さにこの戦 略 に魂 を入 れるための仕 事 をお願 いしておるわけでございまして、今 後 ともよろしくお願

い申 し上 げます。 

  また、来 週 、６月 ７・８日 と京 都 において第 ２回 の産 学 官 連 携 推 進 会 議 が行 われるわけでござ

いますが、本 日 お願 いしております専 門 委 員 のうち、４人 の先 生 にはパネリストをお願 いして、大

学 と知 的 財 産 戦 略 分 科 会 などでさまざまな御 議 論 をいただく予 定 にしております。何 と参 加 予 定

者 が 4,000 人 を超 えておりまして、いかに産 学 官 の問 題 というものが大 きな関 心 を持 たれている

か、そして大 学 は大 学 なりに、産 業 界 は産 業 界 なりに、一 生 懸 命 取 り組 んでおられるということを

示 すものだと思 います。お時 間 がございましたら是 非 皆 様 方 にも御 参 加 をいただきたいと思 います。

場 所 、その他 、スケジュール等 は事 務 局 にお聞 きいただきたいと思 いますけれども、そのことを申

し上 げ、御 礼 のごあいさつとさせていただきます。ありがとうございました。 

 

○ 会 長            

どうもありがとうございました。今 、大 臣 からお話 がありましたように、本 専 門 調 査 会 は総 合 科 学

技 術 会 議 の専 門 調 査 会 ですが、知 的 財 産 戦 略 本 部 に反 映 する仕 事 をやれという御 下 命 でござ

いますので、責 任 が重 いところでございますが、よろしくお願 い申 し上 げたいと思 います。 

  それでは、両 委 員 と文 部 科 学 省 、経 済 産 業 省 からの説 明 に御 質 問 等 をいただく時 間 を取 らせ

ていただきたいと思 います。その前 に事 務 局 から各 委 員 にお願 いした意 見 紹 介 の説 明 をしていた

だけるようですので、それを先 にしていただいた方 がよろしいかと思 いますので、お願 いします。 

 

○ 事 務 局  

（資 料 7 に沿 って説 明 ） 

 

○ 会 長             

ありがとうございました。それでは、これまで一 連 の報 告 ・プレゼンテーションに対 して、御 討 議 ・

御 質 問 の時 間 に入 らせていただきたいと思 います。 
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○ 委 員  

細 田 大 臣 がおっしゃったように、上 滑 りしないためにどういうことか、文 部 科 学 省 と経 済 産 業 省

の御 報 告 にいくつか質 問 をしたいと思 います。 

知 的 財 産 そのものについてはいいのですが、現 場 で非 常 に重 要 なのは、知 的 財 産 以 前 の物 の

やり取 り、例 えばノートブックの付 け方 、マリテリアルトランスファー、試 薬 の供 用 などです。こういう

ところは日 本 は非 常 に弱 く、アメリカのスパイ法 で不 幸 にも芹 沢 博 士 が告 訴 されるという例 がある

というように、こういう国 家 間 の問 題 まで発 展 するという可 能 性 があります。日 本 が本 当 に知 的 財

産 を活 用 できる人 材 を養 成 するためには、大 学 院 の教 育 、学 生 の教 育 のときからきちっとしたル

ールを教 える必 要 があると思 います。この辺 については文 部 科 学 省 の施 策 の中 にも当 然 織 り込

まれているのか、それともここは特 許 の話 だから特 許 だけでいこうと言 っているのか、その辺 のスタ

ンスを再 確 認 していただきたいというのが１点 目 です。 

  それとも絡 むのですが、２点 目 は英 語 の問 題 です。私 も 20 年 ぐらい前 にアメリカにいたときは、

日 本 語 の特 許 が読 めないので、何 とか読 んで英 語 にしてくれないかと頼 まれ、副 業 に日 本 人 の学

生 にやらせたこともあります。つまり日 本 の特 許 がアメリカ人 の目 に触 れるまでには髄 分 時 間 がか

かったということがあります。同 じようなことが今 までも続 いているのかもしれません。 

  先 ほど標 準 化 ということを随 分 議 論 したわけですが、ビジネスモデルでどういう製 品 ができるか

という標 準 化 も大 事 ですが、私 が重 視 しているのは、日 本 語 と同 時 に、特 許 でも以 前 にも言 いまし

たが、標 準 ツールとしての英 語 をきちっと使 い、我 々がやっていることを円 滑 に知 らせることです。

また、外 国 とテクニカルタームを共 有 しないと、日 本 語 で特 許 を書 いても、外 国 人 には相 当 なタイミ

ングのずれが出 るだろうと思 います。この辺 のツールの標 準 化 における英 語 の位 置 をどのようにお

考 えなのか、お聞 きしたい。これは前 回 の特 許 のときにも聞 きました。 

  ３点 目 は、経 済 産 業 省 の方 かもしれませんが、ベンチャーを 1,000 社 つくるということで、かなり

私 の予 想 を上 回 って随 分 ベンチャーができてきたのは同 慶 の至 りです。しかし、これからが大 変 で

あると思 います。前 にも申 し上 げましたが、今 日 の経 済 産 業 省 の御 報 告 と併 せて伺 いたいと思 い

ます。外 部 ＴＬＯまたは内 部 ＴＬＯということが言 われました。ＴＬＯをつくったときに、もう一 つ前 の段

階 のことがあります。大 学 における知 的 財 産 を大 学 人 が獲 得 する場 合 、それがどこに帰 属 するか

ということと、どのようにこれを活 用 するかという問 題 があります。 

  もう一 つは、自 分 たち自 身 で起 業 する、すなわち業 を起 こしてベンチャーとして進 んでいく。これ

は同 じ活 用 でも随 分 性 格 が違 ってきます。実 際 、前 の議 論 でも、大 企 業 とベンチャーでは、大 学

のＴＬＯの知 的 財 産 を活 用 する上 で随 分 認 識 と規 模 が違 っていたように思 います。この辺 の問 題

は、今 後 ベンチャーが 400 社 が出 てきた上 で、知 的 財 産 をどのように活 用 していくか、いわゆる製

品 化 、出 口 への戦 略 とも絡 みます。もちろん、個 々のビジネスモデルは個 々の企 業 にまかせれば
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いいのです。外 部 ＴＬＯ、内 部 ＴＬＯと併 せて、日 本 の重 要 な課 題 は、新 しい業 を起 こすと同 時 に現

在 の企 業 の活 性 化 、国 際 的 展 開 の中 で達 成 することですので、もしもそういうことについてのお考

えがあれば伺 いたいと思 います。 

  以 上 、３点 です。 

 

○ 会 長            

これは、文 部 科 学 省 と経 済 産 業 省 、それぞれお答 えいただくことが要 求 されていると思 います。 

 

○ 文 部 科 学 省  

それでは、幾 つか御 説 明 を申 し上 げます。先 生 がおっしゃるような知 的 財 産 ということの管 理 と

いうことをきちんと学 生 とか、あるいは研 究 者 の方 に体 でわかっていただくということも大 事 ですし、

ルールということを明 確 にしていただく、これは大 事 だと思 っていて、ここにも書 いてございました幾

つかのコースにも、きちんと無 体 財 産 はどうやって管 理 するとか、そういうことがルール化 をすること

が大 事 だということも併 せて、教 育 の中 に織 り込 んでいきたいというふうに思 っております。 

  また、昨 年 とりまとめました無 体 財 産 についての取 り扱 い方 針 ということも、すぐに大 学 に連 絡

を申 し上 げて、それぞれのところでルールづくりということをしていただきたいということを申 し上 げて

いるところであります。 

  現 在 どういうところで、どういうようなそれぞれのルールづくりが行 われているのかということは、

まだ把 握 をしている最 中 ですが、大 学 の状 況 に応 じてやっていただいていると思 います。 

  あと企 業 化 だとか、大 学 における知 的 財 産 というのを新 たに企 業 化 するだけではなくて、現 在

の企 業 にも使 っていただくということについては、今 、進 めております知 財 本 部 が、きちんと大 学 と

しての機 関 としてその大 学 の知 的 財 産 を管 理 するということで、その窓 口 の明 確 化 、及 びその活

用 についての方 針 をきちんと明 らかにするということに役 立 っていけばいいなと思 っております。 

 

○ 会 長             

次 に経 済 産 業 省 からお願 いします。 

 

○ 経 済 産 業 省   

委 員 御 指 摘 の、特 に研 究 ノートの扱 いですが、これは産 構 審 でも、特 に私 どもの独 法 の産 総 研

の方 の御 報 告 がありまして、これは非 常 に知 財 としては重 要 で、研 究 そのものも知 的 財 産 ですの

で、これをちゃんと組 織 として導 入 して、記 載 の義 務 づけをやると御 報 告 があります。ですから今 回

の御 報 告 には余 り細 かいことは載 っておりませんが、こういったことも含 めて最 終 的 な報 告 に載 せ
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て関 係 方 面 にもお知 らせしようと思 います。 

  それから、御 指 摘 のＴＬＯから既 存 の企 業 に行 くのか、あるいはベンチャーに行 くのかというとこ

ろですが、これはまさに審 議 会 の中 で幾 つか御 報 告 がありまして、基 本 的 に私 どもベンチャーは非

常 に大 事 だと思 っておりますし、先 生 方 がおつくりになったベンチャーにうまく先 生 方 の発 明 成 果

が行 くようなルールというか、体 制 を大 学 ＴＬＯにつくっていただくというのも大 事 です。 

  それから、既 存 の共 同 研 究 、これもむしろ大 学 に将 来 外 部 資 金 がどんどん増 えていくという意

味 では、既 存 の大 企 業 との関 係 も重 要 ですので、その既 存 の企 業 と大 学 と一 緒 になって研 究 した

成 果 、これをまたどこかにぐるぐる回 すのではなくて、ストレートにその当 該 企 業 に行 くような形 を取

るという報 告 が幾 つかの大 学 からあります。そういう研 究 の内 容 、あるいは体 制 においてフレキシ

ブルな構 造 を大 学 とＴＬＯに取 っていただこうということで、これも少 しはっきり書 いていきたいと思 い

ます。 

 

○ 会 長            

英 語 のツールの話 は、特 許 庁 お願 いします。 

 

○ 特 許 庁  

今 の委 員 の御 質 問 は、多 分 標 準 化 における英 語 の扱 いという御 質 問 だと思 いますが、冒 頭 で

特 許 の例 を言 われたので、今 の特 許 の英 語 の状 況 を最 初 に御 説 明 させていただきます。 

  今 、特 許 庁 のホームページで特 許 電 子 図 書 館 という、日 本 で発 行 しております公 報 をインター

ネット上 で無 料 で提 供 しております。これの英 語 ページから入 っていただきますと、日 本 が発 行 しま

した特 許 の公 報 を、自 動 翻 訳 エンジンを使 って、発 行 されたと同 時 に英 語 で表 示 することが可 能

になってます。エンジンは民 間 から導 入 したエンジンですが、特 に専 門 用 語 なんかはなかなか翻 訳

できないのでこれに特 許 庁 で随 時 辞 書 を充 実 して、とりあえず権 利 範 囲 を把 握 するには不 十 分 で

すが、技 術 内 容 を把 握 するには大 体 80 点 ぐらい取 れるという内 容 で、英 語 で提 供 させていただい

ております。とりあえず報 告 です。 

 

○ 会 長              

英 語 の問 題 は、今 後 いろんな面 から使 いやすい、つくりやすいものに持 っていかなければいけな

いので、まだ現 段 階 ではこれだけ頑 張 っているというお話 だろうと思 います。 

  それから、このマテリアルトランスファー、その他 の問 題 を含 めて、国 がやるべきところと大 学 が

やるべきところ、その他 大 学 の中 でも部 局 によって違 うというような、医 学 系 と医 学 系 でないところ

の違 いとかいろいろあると思 います。アメリカですと国 は関 与 しないけれども、日 本 の場 合 には国
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がガイドラインをつくった方 がいいということもありますので、大 変 難 しい課 題 だと思 いますが、その

辺 はやはりきめ細 かくいろいろ御 議 論 をしていただきながら、各 省 の審 議 会 等 も含 めて詳 細 な検

討 をお願 いするということだろうと思 います。 

 

○ 会 長            

よろしいですか。それでは、ほかの委 員 の方 は、どうぞ。 

 

○委 員  

私 は６点 あります。その１点 がマテリアルに関 しては、やはり特 許 とリンケージさせないと意 味 が

ないと私 は思 います。トランスジェニックマウスをつくりました、これは特 許 になるわけですね。ところ

が、特 許 は例 えば大 学 のもので、それを用 いてつくったネズミは国 のものということになると、これ

はもう運 用 ができないということになります。必 ずそれをリンケージさせてほしいと思 います。今 は、

特 許 は個 人 のものでマテリアルは国 のものになっているというのは、非 常 に運 用 しづらいのです。

それが海 外 の製 薬 メーカーから日 本 の大 学 に対 する不 満 になっているという部 分 があります。マテ

リアルをもう少 しいいますと、例 えば毎 週 マテリアルトランスファーをする研 究 室 があります。そうす

ると、先 生 からすればもう細 胞 をどこかに任 せて培 養 して、そこの運 用 を全 部 任 せたいというような

話 になってきた場 合 等 々には、設 備 の問 題 や、あるいはプロダクトリライヤビリティーの問 題 が出 る

場 合 もあります。ものによっては倫 理 の問 題 もあります。血 清 がマテリアルトランスファーできるの

か、できないのかというのは、私 たち経 験 してわかりましたが、例 えばそういうような倫 理 的 な問 題

が絡 むものもあります。それが１点 です。 

  そのほかを言 いますと、まず、これもさきほどの委 員 がおっしゃったのですが、帰 属 の問 題 に関 し

て私 は機 関 帰 属 という話 でありながら、多 くの大 学 の話 を聞 いていますと、まだまだまとまりがない

というか、非 常 に不 安 を感 じます。大 学 によっては、５年 間 ぐらい移 行 措 置 を設 けるなんていう話 も

ありますが、個 人 帰 属 か機 関 帰 属 かで移 行 措 置 を設 けて、その間 に一 体 何 ができるのだろうかと

思 います。やはり独 法 化 のタイミングでやらなければ意 味 がないのではないかという話 ですとか、

骨 抜 き案 でもう実 は出 ている大 学 もあるという話 もお聞 きしていたりとかしております。先 生 方 は今

まで個 人 帰 属 だったので、議 論 は個 人 帰 属 がベースなのです。機 関 帰 属 ですが、機 関 に帰 属 さ

せるかどうかは個 人 の意 思 を尊 重 するなんていう、これはもう個 人 帰 属 がベースで全 く機 関 帰 属

がベースになってないというような話 まであって、果 たしてこの問 題 を大 学 の自 治 に任 せるというこ

とは１つのすばらしい考えだと思 いますが、それでよいのかどうかという疑 問 を少 し感 じます。 

  あと知 財 本 部 とＴＬＯの関 係 も、やはり基 本 的 には内 部 型 か一 体 型 しかないのかなというふうに

思 っております。パフォーマンスの問 題 を考 えていったときに、マーケティングの情 報 を持 ってない
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人 が出 願 をするかどうかという話 をした場 合 に、大 学 の先 生 方 の発 明 は大 体 の場 合 は、特 許 性

はあります。ですので、出 願 するかどうかを特 許 だけを考 えると、幾 らでも出 願 ができるという話 に

なります。マーケットが評価 し得 るかどうかと、50 年 後 にビジネスになるというのは、特 許 は 20 年 し

かない中 では出 願 は意 味 がないわけですので、そういった判 断 ができるかどうかということを考 え

ていったときに、知 財 本 部 とＴＬＯの関 係 はまだまだ不 安 定 で不 明 確 だなということを感 じます。 

  あと費 用 の問 題 は、先 ほどもありましたが、前 の委 員 もおっしゃっておられますように、よく海 外

出 願 が重 要 で、まだまだここが弱 いということを考 えると、そこに対 する措 置 、今 、経 済 産 業 省 の

助 成 金 とかは海 外 出 願 の費 用 というのが含 まれておりますが、そういったものとは拡 充 していただ

きたいという話 があります。 

  人 材 の問 題 ですが、これは特 に強 く言 いたいのですが、うまくいってないＴＬＯとうまくいっている

ところの決 定 的 な違 いは、プロパー社 員 がやっているか、出 向 者 がやっているかというところが大

きいと思 っております。アメリカのＴＬＯ関 係 者 も技 術 移 転 の仕 事 は最 低 ２年 間 かかると言 っており

ます。企 業 からの出 向 者 でやっていますと、やっと２年 間 で育 成 されたと思 ったら帰 ってしまうとい

うようなことというのは、これは大 学 にとってもノウハウが蓄 積 されないということを考 えます。やはり

技 術 移 転 の実 務 というのは、それに身 を投 じてやる人 がいなければいけないということで、教 授 の

方 とかがやる仕 事 でもないと思 っています。実 務 に関 してはそれを専 門 家 として、生 涯 の仕 事 とし

てやっていくというようなことを考 えなければ、せっかく教 育 してもノウハウは蓄 積 されないということ

です。 

  最 後 のパフォーマンスの問 題 、先 ほど経 済 産 業 省 のデータが出 てましたが、これは非 常 に重 要

だと思 っていまして、スタンスフォード大 学 のジョン・サンデリンというシニア・アソシエート、今 、来 日

していますが、彼 の資 料 によると実 はアメリカには３つのタイプのＴＬＯがありました。1991 年 にはリ

ーガルモデルというのがごくわずかで、アドミニストレーティブモデルというのが大 半 で、マーケティン

グモデルというのがごくわずかですがスタンフォードとかがやっていました。それが 2003 年 にはリー

ガルモデルはゼロになっています。アドミニストレーティブモデルは非 常 にマイノリティーになって今

はマーケティングモデルがマジョリティーになっています。これはやはりパフォーマンスを見 ていると

いうことだと思 いますので、ここの辺 りに留 意 しなければ、なかなか産 学 連 携 で組 織 はつくっても、

技 術 移 転 が進 まないと、結 果 として大 学 は知 的 財 産 の特 許 はあるのだけれども、活 用 されないと

いうことになるのではなかろうかというふうに思 っています。 以 上 です。 

 

○ 会 長            

いずれも重 要 な事 項 ではありますが、もう少 しお話 を伺 ってからとします。ではお願 いします。 
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○委 員  

私 のような若 輩 の教 師 が言 うのはおこがましいところがありますが、先 ほど大 学 の運 営 における

大 学 自 治 云 々の話 がありました。大 学 の自 治 というのは憲 法 上 の学 問 の自 由 の原 則 に基 づく、

極 めて重 要 な原 則 です。これを知 的 財 産 の問 題 ごときで云 々するというのは、極 めて遺 憾 である

と思 います。これは憲 法 上 の原 則 で、守 らなければなりません。 

  そのほか、具 体 的 な問 題 として、先 ほどの御 指 摘 は、大 学 のコンプライアンスの問 題 ではない

かと思 います。大 学 というのは、ビジネスエンティティーではないので、コンプライアンスの問 題 とい

うのは考 えなくてよかったのです。だから今 までの大 学 というのはほとんどそういう適 法 性 の問 題 と

いうのは考 えなくてよかったんですが、ビジネスに関 係 がある問 題 をやるということになりますと、当

然 コンプライアンスの問 題 が出 てくるんじゃないかと思 います。この辺 のところは、こういうことをや

るときにどういうふうに考 えたらいいかということです。 

  それから、ＴＬＯをやった場 合 に、ＴＬＯの行 為 についての大 学 の法 的 責 任 というものをどのよう

に検 討 なさったのかをお聞 きします。ＴＬＯがした行 為 について、これは大 学 の内 部 であれば当 然

法 的 責 任 を負 うわけですが、外 部 であっても大 学 は一 定 の場 合 に法 的 責 任 を負 うと思 います。こ

の辺 でコンプライアンスをどうやって担 保 するのか、特 に自 由 度 を高 めた場 合 に、自 由 にやって責

任 だけ大 学 に負 えということになると、これも困 るわけで、この辺 のところについてどういう御 検 討 を

なさっているかということをお伺 いしたいと思 います。 

 

○ 会 長             

ありがとうございました。 

 

○ 委 員  

ちょうど足 掛 け５年 前 に私 ども慶 応 大 学 で知 財 センターをつくりました。その設 立 は私 が担 当 し

たのですが、その経 験 だけをお話 ししたいと思 います。 

  知 財 センターの所 長 は外 からいらしたのですが、慶 応 大 学 に対 する愛 校 心 を非 常 に持 っていた

だくような工 夫 をいたしました。教 授 に任 用 し、それに職 員 をたくさん付 けました。その先 生 が非 常

に熱 心 にやるということがやはり重 要 であろうと思 います。外 から知 財 の専 門 の方 をいただいたん

ですが、それが成 功 いたしました。 

  それから、大 学 の先 生 は基 本 的 にはすべて自 分 のものは特 許 になると信 じているのですが、知

財 のプロから見 ると、なかなかそれができない。そのため、特 許 に値 するものをもっている大 学 の先

生 と我 々慶 応 義 塾 が法 人 としての契 約 書 を結 び、解 決 いたしました。 
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○ 会 長            

ありがとうございました。ほかに御 発 言 いただければと思 います。 

 

○ 委 員  

今 までの議 論 で、大 学 の方 で知 財 本 部 をつくるということで、やはり前 の委 員 も言 われたように、

要 は人 材 と体 制 と財 政 的 な話 になります。特 に人 材 の場 合 、国 立 大 学 が 30 か 40 か知 財 本 部 を、

それ以 外 でもつくるとなると、この分 野 の人 材 をいかに早 急 に適 当 な方 を配 置 するかという、そう

いう人 材 プールがあるのかどうかということです。もしあれば、いろいろな企 業 の中 でもそういうこと

をやりたいということがおられれば、そういうふうな情 報 があると、特 に地 方 大 学 にとってはいいの

ではないかと思 います。 

もう一 つは、財 源 の方 は先 ほど特 許 に対 する費 用 ということです。今 の国 立 大 学 の方 にはその

ための費 用 は全 然 ありません。それから、運 営 費 交 付 金 についても、これはまだはっきりわからな

いのですが、それに手 当 されるかというと、大 学 の中 でなかなか難 しい状 況 もあります。つまり、基

礎 研 究 をやっている人 にとっては特 許 は関 係 ないのです。特 許 のための費 用 を取 るなから自 分 た

ちの研 究 が減 ると考 えます。それは困 るという議 論 になると、非 常 におかしいことになると思 います。

その辺 りの工 夫 と、それからすべてこういう予 算 を国 からというのは、自 助 努 力 というのは、経 営 的

な判 断 を失 いますので、ただある程 度 の期 間 、特 に特 許 というのはすぐには還 元 できる状 況 では

ないわけですから、そういうふうな戦 略 的 な意 味 、そういった形 で何 か工 夫 をしていただきたいとい

うことです。 

  もう一 つ、先 ほど人 材 の研 究 で、実 は今 、国 内 だけの話 をしていますが、海 外 出 願 とかをする

場 合 は、外 国 人 の知 財 に明 るい人 をどこかで雇 用 しないといけない。そういう情 報 とか、人 材 とい

うのが欠 けているのではないかなと思 います。そういったところを、要 望 と言 いますか、我 々直 面 し

ている問 題 として検 討 していいただければと思 います。 

 

○ 会 長            

今 のお金 の問 題 につきましては、これから国 立 大 学 が法 人 化 されますと、私 立 大 学 も含 めて、

特 許 、その他 活 動 が非 常 に活 発 になると思 います。特 に海 外 出 願 の費 用 とか、弁 理 士 との相 談

費 用 とか、ものすごくお金 が必 要 になるわけで、これをどうしたらいいかというのは、今 おっしゃった

ように非 常 に大 きい問 題 です。私 もそのことだけを、この間 の知 的 財 産 戦 略 本 部 会 合 で、30 秒 く

らいしか時 間 がなかったのですが、それだけを申 し上 げておきましたが、ここでも検 討 していただけ

ればありがたいと思 います。 
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○ 委 員  

２つあります。１点 目 は、海 外 に出 願 していく時 の問 題 です。先 ほどの委 員 の御 指 摘 と関 連 する

かもしれませんが、言 葉 の問 題 です。英 語 の場 合 、比 較 的 自 由 にハンドリングできる人 はたくさん

いるわけですが、中 国 、ロシア等 への海 外 出 願 ということになると、いろいろな言 語 に翻 訳 する必

要 があります。そのときに、本 当 にきちっと正 確 に翻 訳 されたのかどうかということが、問 題 になりま

す。自 分 たちはいい権 利 を取 ったと思 っていたところ、実 際 は全 く違 った形 に翻 訳 されていたという

例 が実 はよくあります。 例 えば中 国 には、技 術 もよくわかって、なおかつ言 葉 もよくわかる人 がど

れだけいるかと言 いますと、実 はそんなにいない。海 外 出 願 時 、意 図 した権 利 が確 保 できるように

翻 訳 されているか、又 誤 訳 が生 じた時 、どの様 に対 処 できるかについても検 討 していかなければな

らないと思 っております。 

  ２点 目 は、文 部 科 学 省 の契 約 の取 り扱 いというところの共 同 研 究 、あるいは受 託 研 究 という項

目 です。「企 業 ニーズを踏 まえた柔 軟 な契 約 を確 保 するため、契 約 書 の参 考 例 を提 示 」と書 いて

ありますが、この柔 軟 な契 約 を確 保 するための参 考 例 がいつの間 にか現 場 サイドでは、これでな

ければだめだというような硬 直 的 な運 用 がどうしても行 われがちです。これは別 に文 部 科 学 省 が悪

いとかいうことではなくて、契 約 交 渉 においてネゴシエーションも含 めて、各 企 業 のニーズを踏 まえ

てフレキシブルに対 応 した経 験 のある、経 験 者 が多 分 少 ないからなかなかうまくいかないのかと思

っております。ですから、適 切 な人 材 の配 置 等 を行 ない、両 者 の状 況 を理 解 した上 でのフレキシブ

ルな契 約 を早 く実 現 していかなければ、逆 に産 学 連 携 の障 壁 になってしまうという感 じがいたしま

す。 

  是 非 、よろしくお願 いいたします。以 上 でございます。 

 

○ 会 長             

これは多 分 産 学 連 携 に限 らず大 きい問 題 で、大 学 の末 端 で真 面 目 な事 務 官 ほど裏 返 しで硬

直 的 になるものですから、いいかげんがいいとは言 いませんが、大 変 重 要 な、きめ細 かい御 指 導

をいただくことになるのかもしれません。余 りきめ細 かい指 導 をすると、今 度 は文 部 科 学 省 がはし

の上 げおろしを指 示 していると言 われる場 合 もあるので、非 常 に難 しいですけれども、大 切 な視 点

ですので、今 後 ともよろしくお願 いしたいと思 います。 

 

○ 委 員    

既 に先 ほども御 指 摘 があったかと思 いますけれども、外 国 出 願 が極 めて重 要 だということを是

非 申 し上 げたいと思 います。逆 に申 しますと、日 本 の特 許 しかないものは、日 本 の産 業 を育 てるの

には、マイナスになってしまうので、外 国 出 願 であって初 めてこれらの成 果 を産 業 界 に生 かせると
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いうことになります。外 国 出 願 が重 要 だというよりは、外 国 出 願 はあくまでもう前 提 になっていない

と、国 内 特 許 だけというのは、逆 に国 内 の企 業 活 動 の足 場 を制 限 するだけになってしまうというこ

とです。そう御 理 解 いただければ非 常 にありがたいと思 います。 

 

○ 会 長             

ありがとうございました。 

 

○ 委 員   

文 部 科 学 省 、大 学 との知 的 財 産 の取 り扱 いで、基 本 的 な考 えで、現 状 、ルールは、原 則 として、

発 明 が発 明 者 個 人 に帰 属 、今 後 は原 則 として機 関 に帰 属 というふうに示 されておりますが、前 回

の特 許 全 体 に関 わる委 員 会 におきまして、一 般 の民 間 企 業 等 におきましては、個 人 のモチベーシ

ョンを上 げると言 いますか、そういう点 において、個 人 の権 利 を非 常 に大 きくしていこうという動 きで

はなかったかなと私 は理 解 しております。 

  ところが、これらに関 しましては、大 学 についてはそれとは随 分 違 うイメージで私 にも受 け止 めら

れていますが、いかがなものなかと思 います。基 本 的 にはそれとは逆 行 するように感 じます。 

  もう一 つは、例 えば企 業 でしたら、その特 許 を利 用 して事 業 化 を行 い、何 かの収 益 を上 げたり、

継 続 的 に発 明 をベースとして特 許 を考 えていくことが多 かろうかと思 いますが、大 学 の機 関 は決 し

てそれそのものを発 展 した製 造 者 でもありませんし、発 明 者 そのものでもないと思 います。企 業 の

場 合 はその中 に研 究 者 もいますし、それを取 り巻 く人 材 もたくさんいます。 

  そのような管 理 だけをする機 関 のところに、これほど大 きな権 限 を与 えて本 当 によろしいのかと

いうのが若 干 危 惧 しております。その２点 です、矛 盾 するんじゃないかということと、その疑 問 点 で

す。 

 

○ 会 長             

これは私 がお答 えしてもいいかもしれませんが、間 違 うと困 りますから。 

  それでは、文 部 科 学 省 、あるいは経 済 産 業 省 へ、今 のことと、特 に先 ほどの委 員 のＴＬＯの行

為 に対 する大 学 の法 的 責 任 ということを議 論 しているかどうかということは、質 問 としてありました

ので、ほかの点 も含 めてお願 いします。 

 

○ 経 済 産 業 省  

ＴＬＯの法 的 な問 題 ですが、これは６年 前 にＴＬＯ法 をつくるときに、まさに議 論 がされておりまし

て、アメリカでは一 般 的 には大 学 の中 にＴＬＯがありまして、法 的 責 任 はすべて大 学 が持 つというこ
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とで、これは日 本 の私 立 大 学 の場 合 も全 く同 様 です。 

  一 方 で、オックスフォード大 学 のＴＬＯは大 学 の外 にあり、オックスフォード大 学 は出 資 はしており

ますが、外 部 にあります。これはまさに先 生 御 指 摘 のビジネスを扱 うということで、あえて大 学 と離

したところにあるということで、日 本 はたまたま国 立 大 学 は法 人 格 がないので、大 学 の外 にＴＬＯが

たくさんできておりますが、それが逆 にそういった法 的 責 任 という意 味 では、大 学 とある意 味 で隔

離 して、ＴＬＯが法 的 な責 任 を負 うということです。今 後 、私 どもの報 告 にもございますが、今 度 特

許 そのものは大 学 が管 理 をするということで、むしろ大 学 からの出 資 ということで関 係 を明 らかに

することになります。 

  それから、業 務 契 約 ということで、明 確 にＴＬＯと大 学 との関 係 を明 らかにするということで、外 部

のＴＬＯであっても大 学 との責 任 関 係 を明 確 にしていくという方 向 です。 

  幾 つか御 質 問 があった点 で、私 どもの関 係 するのは、人 材 ですが、これは何 人 かの専 門 委 員

から御 指 摘 がありまして、私 ども非 常 に重 要 だと思 っています。私 どもの大 学 発 ベンチャーをお助

けする経 営 支 援 事 業 というのを昨 年 度 からやっておりますが、これでも大 体 今 までに延 べ 200 人

弱 の専 門 家 をプールしておりまして、ここから弁 護 士 とか弁 理 士 とか公 認 会 計 士 とかを派 遣 して

おります。あるいは技 術 移 転 、特 許 流 通 アドバイザーというのも別 途 ありますが、プロをなるべく育

てつつ、そういうところへ派 遣 していくことになっております。 

  それから、ＴＬＯそのものの持 っている人 材 育 成 機 能 にも着 目 しまして、今 回 はＴＬＯの職 員 の、

これは大 学 の知 財 関 係 の職 員 も含 めてでいいと思 いますが、海 外 を含 めた研 修 を今 年 から行 うこ

とになっておりますので、そういうことで人 材 をどんどん育 てていきたいと思 っております。 

  海 外 出 願 について、幾 つか御 指 摘 がありましたが、全 く私 ども同 感 で、今 年 度 からＴＬＯに対 す

る海 外 出 願 の援 助 をすることにしておりますが、先 ほど委 員 から御 指 摘 がありましたので、特 に中

国 に対 する出 願 については、まずキャノンに御 相 談 の上 、出 願 についてどういう形 がいいか検 討

するようにしていきたいと思 っております。 

 

○ 会 長            

文 部 科 学 省 から、なぜ大 学 は機 関 帰 属 にしたかということを含 めてお願 いします。 

 

○ 文 部 科 学 省  

幾 つか御 説 明 したいと思 います。 

  大 学 とＴＬＯとの関 係 というのは、今 、経 済 産 業 省 から申 し上 げたとおり、基 本 的 には今 後 の問

題 かもしれませんが、きちんと契 約 で規 定 をしていくということが大 事 ですそこは大 学 の方 にも申 し

上 げているし、きちんとした契 約 において権 利 とか義 務 とかを確 認 してくださいということを申 し上
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げています。 

  特 許 については、我 々、今 、どういうふうな支 援 をしいるかというと、ＴＬＯ、あるいは研 究 者 の方

は外 国 に特 許 を出 すとき、それを支 援 しますと言 っております。ただ、外 国 に支 援 するときには、国

内 で出 願 しているときについても、併 せて支 援 しましょうということを申 し上 げていて、基 本 的 には

外 国 への出 願 を支 援 をしましょうということにしております。 

  今 後 、大 学 が法 人 化 をするということに伴 って、国 内 出 願 、あるいは国 外 出 願 、両 方 について

どうするのかということでございますが、基 本 的 には国 際 出 願 をきちんとやってくださいという前 提

で進 めたいと思 っております。 

  人 材 の問 題 については、今 の知 的 財 産 本 部 というようなことについても、外 部 の人 材 、特 に今

は産 業 界 ですとか、そういうところの外 部 の人 材 をきちんと活 用 するというか、入 れることが大 前 提

で知 的 財 産 本 部 の我 々の審 査 というか、選 定 も行 っております。 

  したがって、知 的 財 産 本 部 の体 制 整 備 をするときに、学 内 だけで体 制 をするということではなく

て、外 部 の人 材 、特 にいろんな専 門 的 な知 識 とか、経 験 とかいうことをお持 ちの方 は産 業 界 を含

めて外 部 にいらっしゃる場 合 が多 いものですから、そういう方 々をきちんと知 的 財 産 本 部 に入 れて

くださいというようなことを最 初 に掲 げて、その旨 大 学 も実 施 をされているということです。 

  それと、研 究 成 果 を大 学 に帰 属 をさせるというか、管 理 をさせるということですが、経 緯 をたどる

と、我 々の方 針 も比 較 的 揺 れた時 代 があります。一 番 最 初 は機 関 帰 属 にしていて、これはなかな

かうまく進 まないから研 究 者 に帰 属 をさせて、また今 回 は機 関 帰 属 ということを明 確 に打 ち出 すわ

けです。今 、研 究 者 の方 々が自 分 でハンドリングをしているかということについては、個 人 対 個 人

の付 き合 いであればそれでもいいのかもしれないですが、機 関 と機 関 との関 係 ということになると、

活 用 しにくいとか、大 学 の研 究 成 果 が一 部 のものについてだけ特 定 に開 示 をされるということにな

ると問 題 だということもあって、管 理 としては大 学 に帰 属 をして、ただ、研 究 者 が自 分 でつくり出 し

たものとします。これはどんどんつくり出 していただかなければいけないものですから、そこのインセ

ンティブということは失 わないように発 明 をしたら、その発 明 補 償 金 ということで上 限 を撤 廃 すると

か、そういうインセンティブは失 わないような施 策 ということを進 めております。 

  我 々、大 学 の知 的 財 産 ということはつくり出 して、どうやって活 用 するのかということが大 事 だろ

うと思 っておりまして、その活 用 のしやすさということから考 えると、機 関 に帰 属 をするということは

適 切 だろうなと思 っております。 

  また、先 の委 員 からいろいろ御 指 摘 のあったマテリアルトランスフォーの問 題 とかについては、

文 部 科 学 省 全 体 として、特 にライフサイエンスとかについては、マテリアルトランスファーのアグリー

メントをなるべく簡 単 に、しかも、包 括 的 にできるやり方 とか、あるいは個 別 の研 修 者 にロードが、

余 りかからないように、しかも、うまく流 通 できるようにという仕 組 みを今 、考 えているところでありま
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すし、一 部 既 に実 施 をしているところです。 

 

○ 会 長              

時 間 になってしまいましたので、大 変 活 発 な御 意 見 の途 中 ですが、次 回 にこれをそのまま引 き

続 いて議 論 をお願 いしたいと思 います。今 日 は若 干 、途 中 のような感 じもしますが、御 容 赦 いただ

きたいと思 います。 

 

○ 委 員  

  バイオテクノロジーの分 野 で安 全 性 とか倫 理 性 が問 題 になります。倫 理 委 員 会 というのがあり

ますから、倫 理 委 員 会 でいろいろ審 議 して、これは内 部 的 に自 主 的 にやってもいいんですが、基

本 的 には内 部 の情 報 を公 開 することが求 められています。公 開 してしまうと、先 ほどの知 的 所 有

権 とかなりぶつかってくる場 合 があるので、この辺 については特 許 庁 と文 部 科 学 省 でよくシステム

をつくってあるのか御 検討 をお願 いしたいということです。 

 

○ 会 長            

これは非 常 に重 要 な問 題 で、そんなすぐ答 えられないと思 いますが、勿 論 、検 討 している部 分 も

あるのですが、むしろここで知 恵 を出 していただくことを含 めて、宿 題 にさせていただくことにいたし

ます。 

  それでは、最 後 に大 きいパンチのような宿 題 をいただきましたが、閉 会 に先 立 ち、議 事 録 ですが、

既 に皆 様 の御 確 認 をいただいておりますが、資 料 ８として配 布 をしております。特 に修 正 がなけれ

ば、本 日 の会 議 資 料 につきましては、この議 事 録 を含 めて公 開 という取 り扱 いにいたしますが、よ

ろしゅうございますでしょうか。 

 

                              （「はい」と声 あり） 

 

○ 会 長            

それでは、公 表 させていただいたたいと思 います。 

  最 後 に今 後 の予 定 につきまして、事 務 局 からお願 いします。 

 

○ 事 務 局  

次 回 は６月 10 日 、火 曜 日 、時 間 は恐 縮 ですが、午 後 ４時 から６時 ということでさせていただきた

いと思 っております。大 学 関 係 の議 論 、それからとりまとめ案 の提 示 をさせていただきたいと思 って
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います。その次 が６月 18 日 水 曜 日 、午 前 10 時 から 12 時 、ここで今 回 の議 論 のとりまとめを整 理

いただきたいと考 えております。以 上 です。 

 

○ 会 長              

ありがとうございました。 

  それでは、長 時 間 御 議 論 をありがとうございました。本 日 の会 議 はこれで終 了 させていただきま

す。ありがとうございました。 

以 上  


